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コンクリート生産性向上検討協議会 概要

コンクリート工の生産性向上を進めるための課題、取組み方針、全体最適のための規格の標準化などを検討することを目的に、
有識者委員及び関係団体、研究機関、発注機関が参画する「コンクリート生産性向上検討協議会」を平成２８年３月に設置
・ 第1回（H28.3.3） ：協議会の設置
・ 第2回（H28.3.31）：今後の取組み方針と検討体制・項目について議論
・ 第3回（H28.9.28）：新技術の導入方策等について議論
・ 第4回（H29.3.17）：スランプ規定やサプライチェーンマネジメント等について議論
・ 第5回（H29.10.10）：全体最適の導入、今後の検討方針等
・ 第6回（H30.3.15）：要素技術の一般化、全体最適を図る方法の検討等
・ 第7回（H30.9.21）：これまでの取組の整理、全体最適を図る方法の検討等
・ 第8回（H31.3.14）：全体最適を図る方法の検討等
・ 第9回（R2.7.31） ：規格の標準化の検討等
・ 第10回（R3.2.9） ：規格の標準化の検討・生コン電子化の検討等
・ 第11回（R4.3.1） ：規格の標準化の検討・生コン電子化の検討等
・ 第12回（R5.2.9） ：規格の標準化の検討・生コン電子化の検討等
・ 第13回（R6.2.28） ：規格の標準化の検討・生コン電子化の検討等

・ 前川 宏一（横浜国立大客員教授、協議会会長）
・ 綾野克紀（岡山大教授）
・ 石橋忠良（JR東日本コンサルタンツ（株） 技術統括）
・ 小澤一雅（東京大特任教授）
・ 橋本親典（徳島大教授）
・ 久田 真 （東北大教授） （※敬称略）

・有識者委員

道路ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品技術協会、 日本建設業連合会、全国建設業協会、
日本建設躯体工事業団体連合会東京建設躯体工業協同組合、全国基礎工事業団体連合会、
建設コンサルタンツ協会、 全国生ｺﾝｸﾘｰﾄ工業組合連合会、 ｺﾝｸﾘｰﾄ用化学混和剤協会、 ﾌﾟﾚｽﾄ
ﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会、全国ｺﾝｸﾘｰﾄ製品協会、全国土木ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ協会

・関係団体

国土技術政策総合研究所、土木研究所、港湾空港技術研究所、
東日本高速道路、水資源機構、国土交通省・研究機関、発注機関
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第12回コンクリート生産性向上検討協議会 議事要旨

第12回 コンクリート生産性向上検討協議会議事要旨
１．開催日時：令和5年2月9日（木）10：00 ～12：00
２．場所： Web会議
３．議 事
（1）これまでの主な議論について
（2）規格の標準化・要素技術の一般化及び全体最適の検討
（3）サプライチェーンマネージメント等の検討
（4）情報提供等（近畿地方整備局、中国地方整備局の取組）

主な議論の内容は以下の通り
○各種ガイドラインのフォローアップ調査については、プレキャスト化が進んだことによるガイドラインを取り巻

く環境の変化を踏まえながら検討していく必要がある。
○プレキャスト製品を今後大型構造物にも適用していくには、インフラ再整備の担い手確保、及びカーボ

ンニュートラルによる貢献度も評価項目に取り入れながら対応していく必要がある。また、プレキャスト
製品と現場打ちにおいて、品質に差が出ない評価方法の仕組みづくりを同時に対応していく必要があ
る。

○JIS規格の標準化は必要であるが、JISだけでは賄うことが難しいため、民間の審査制度を規格統一
の仕組みづくりに取り入れるよう検討する。

○生コン情報の電子化については、品質保証としての工程検査と製品検査を実施しており、施工者の
検査との違いを把握し、全数検査の目指す位置づけを明確にする必要がある。合わせて検査の省略
化も進めていくこととする。
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課題解決に向けた取組の相関図
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SM全体最適規格の標準化・要素技術の一般化

機械式鉄筋定着
工法

●各種ガイドラインの策定

H28
～
R５

埋設型枠・
プレハブ鉄筋

コンクリート橋の
PCa化

現場打ち機械式
鉄筋継手工法

プレキャスト機械
式鉄筋継手工法

●土木構造物設計ガイドライン改定
※生産性向上に向け、設計段階（フロントローディング）における、施工の効率化に資する技術・ Pca製品等の採用を
明確に示す

価格以外の要素を考慮した
現場打とPcaの比較検討
（Value For Money）

新技術導入促進方式
ECI方式

生コン情報
電子化の検討

PCa採用時の現場条件
整理

対応中対応済

流動性を高めた
コンクリート

PCaの規格ごとの適用の検討

大型
・VFMを取り
入れた評価
指標の確立

各ガイドラインの
効果検証・見直し

検討

・フォローアップ調査

PCa関係ガイドライン
流動性
（スランプ12cm）Co

・評価手法の確立
（評価項目・重み付けの設定、試行要領）

JIS改正
委員会で
の審議

(原案作成委員会)

・管理基準類の改定検討

・方針等の検討

・評価方法の検討
・比較検討（過年度業務による検証）

・試行、要領策定
R6

R7

・試行継続、実施要領策定

直轄土木工事での実装
（Ｒ７目標）

・フォローアップ調査
・ガイドライン改定案
の検討

改定ガイドラインの
周知

PCaの導入促進
のための検討

・民間審査制度
の活用検討

・導入のための
枠組の検討
・審査制度試行

対応予定

適宜修正しながら継続的な運用
審査制度の活用
（Ｒ７目標）

新評価指標での実装
（Ｒ７目標）

小型

・設計条件明
示の再周知

中型

・特車で運搬
可能な規格
Pca化を通知

・PCa活用事例集（第二版）の作成 ・評価項目の検討

・帳票類
の電子化

・品質
全量確認

新技術に
よる品質
管理方法、

出来形測
定方法
の確立

直轄工事での試行

一部試行

・発注者ニーズ
の調査・把握 品質管理・検査の省力

化に向けたあり方検討



【機密性２】

これまでの取組み
【引き続き検討する事項等】

目指す方向性検討項目No

（１）土木構造物設計ガイドラインの改訂
（２）技術提案・交渉方式や新技術導入促進
などの契約方式の促進
• 各種通知の認知、活用のFU調査

(1)材料を最少とする部分最適の設計から、構造、材料配合、
施工計画のシームレスな全体最適設計（品質、コスト、時
間）を可能とする仕組みを構築する。

(2)技術開発を促すための手法を検討する。

全体最適の検討①

• 流動性を高めた現場打ちコンクリートの
活用に関するガイドライン策定
（スランプ値の変更8cm→12cm）

• 各種通知の認知、活用のFU調査
（スランプ12cm標準の採用率の調査）

高密度鉄筋などによるコンクリート締め固め作業の負担を軽
減できる高流動コンクリートを使いやすくするための環境を整
える。
また、スランプ等の仕様規定を見直し、合理的な検査のあり
方を構築する。

コンクリート打設の効率化②

• 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドラ
インの策定

• 機械式鉄筋継手工法のガイドライン策定
• ３次元データを利活用した基準の検討
• 各種通知の認知、活用のFU調査

手間のかかっている鉄筋の継ぎ手作業や定着部の合理化を
図るため、機械式定着工法等を一般化し、現場で使いやすく
するための環境を整える。

鉄筋の組み立て作業の効
率化

③

プレハブ鉄筋に関するガイドライン策定
・各種通知の認知、活用のFU調査

鉄筋のプレハブ化等の一般化により、現場作業の工場製作
化を図る。

現場作業の工場製作化④

• プレキャストコンクリート構造物に適用す
る機械式継手工法ガイドライン

• 各種通知の認知、活用のFU調査
• VFMを取り入れた新たな評価項目と配点
の考え方等の整理

長スパン桁や大型ボックスカルバート等、従来現場打ちでし
か行われていなかった構造や部材について、継ぎ手部の課
題を解決し、プレキャストを活用できる環境を整える。

プレキャストの大型構造物
への適用

⑤

試験結果等のデータ化・共有化等による、
監督・検査の合理化・省力化に向けた検討

受注者の自由度を高めるための仕様の見直しを検討する。
品質を確保しつつ、検査を合理化するための手法を検討する。

品質規定の見直し⑥

サプライチェーンマネジメントの導入に向け
た検討（生コン情報の電子化 等）

調達、製作、運搬、組立等の各工程の改善に向けた方策を
検討する。

各工程の改善に向けた方
策の検討

⑦
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コンクリート生産性向上の検討項目と目指す方向性（過去の協議会から継続している取組）



【機密性２】
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引き続き検討する事項の検討期間と、取組方針（案）

今後の取組方針（案）
検討期間
の目標

引き続き検討する事項等
（前ページの継続した取組）

検討項目No

• 各種ガイドライン周知のための方策について検討を進め、活用を
促進する

• 各種ガイドラインの改定に向けた検討
短期

• 各種通知の認知、活用の
FU調査

全体最適の検討①

• 各種ガイドライン周知のための方策について検討を進め、活用を
促進する

• 各種ガイドラインの改定に向けた検討
短期

• 各種通知の認知、活用の
FU調査

コンクリート打設の効率
化

②

• 各種ガイドライン周知のための方策について検討を進め、活用を
促進する

• 各種ガイドラインの改定に向けた検討
• ＢＩＭ／ＣＩＭの活用による新たな施工管理基準等の検討（長期）

短期・長期

• 各種通知の認知、活用の
FU調査

• ３次元データを利活用した
基準の検討

鉄筋の組み立て作業の
効率化

③

• プレハブ鉄筋に関するガイドライン改定に向けた検討
• 各種通知の認知、活用のFU調査短期

・各種通知の認知、活用のFU
調査

現場作業の工場製作化④

• 各種ガイドライン周知のための方策について検討を進め、活用を
促進する

• 各種ガイドラインの改定に向けた検討
• VFMを取り入れた新たな評価項目（省人化、働き方寄与、環境
等）・重み付けによる試行の実施（中期）

短・中期

• 各種通知の認知、活用の
FU調査

• VFMを取り入れた新たな指
標と項目の検討（省人化、
働き方寄与、環境等）

プレキャストの大型構造
物への適用

⑤

• 品質管理データの受発注間共有方法の検討
• 民間の審査制度（製品協会の認証制度等）を直轄工事における
品質管理にも活用できるよう分析し、品質管理方法の簡素化に
ついて検討する

中期

• 試験結果等のデータ化・共
有化等による、監督・検査の
合理化・省力化に向けた検
討

品質規定の見直し⑥

• 生コン伝票、帳票類の電子化およびＪＩＳ改正（短期）、全数測定
による代替え可能な試験の検討（中期）など、施工管理における
業務効率化の検討を進める

• 品質管理・検査の省力化に向けたあり方の検討を進める

短・中期

• サプライチェーンマネジメン
トの導入に向けた検討（生コ
ン情報の電子化 等）

各工程の改善に向けた
方策の検討

⑦



課題解決に向けた取組コンクリート工の課題検討事項

以下の基準について整備。※（ ）対応年度
• 機械式鉄筋定着工法（H28）
• 機械式鉄筋継手工法（H28）
• 流動性を高めたコンクリート（H28）のFU調査
• 埋設型枠・プレハブ鉄筋（H30）
• コンクリート橋のPCa化（H30）

• 施工性に優れる新工法、新技術に関する基
準が未整備

• 現場打ちコンクリートは、気象条件により作
業影響を受けやすく、計画的な施工が困難

• プレキャスト製品は、受注生産のため、安
定的な生産によるコストダウンが難しい

◆新技術の導入
・機械式定着工法
・機械式継手工法
・流動性を高めたコンクリート

◆現場作業の屋内作業化
・鉄筋プレハブ化
・埋設型枠

• PCa設計条件明示要領（案）（H28）
• 土木構造物設計ガイドラインの改訂（H30）◆部材の規格の標準化

• PCa構造物への機械式鉄筋継手工法（H30）
• 大型PCaの活用事例集の作成（R1、R3）
• 特殊車両で運搬可能な規格のPCa化（R2）

◆大型構造物への適用

• 新技術導入促進、ECI方式等の入札・契約方
式の導入

従来の工法より割高な場合が多いことから、
設計時に採用されにくく、普及が進まない

生産性向上に資する技術・工法
の導入を促す
◆入札・契約方式の検討

• 予備設計段階等における比較検討項目の明
示（H29）

• VFMを取り入れた評価指標の検討
• 民間の審査制度の活用

経済性以外の効果を評価する
◆設計手法の検討

• 生コン情報の電子化に向けた試行の実施
• 品質管理・検査の省力化に向けたあり方検討
• 革新的新技術の導入・活用

コンカレントエンジニアリングの考え方が未導
入

◆サプライチェーンマネジメント
の導入

SM

全
体
最
適

規
格
の
標
準
化
・要
素
技
術
の
一
般
化

これまでの検討経緯

資料2-2
資料2-3
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i-Construction（コンクリート工）が目指す建設現場のイメージ

現場打ちの
効率化

（例）鉄筋をプレハブ化、プレキャストの埋設型枠により、現場作業の一部の
工場化や型枠撤去作業等をなくす施工 ハーフプレキャスト工法など

クレーンで設置鉄筋、型枠の高所作業なし
中詰めコン打設

脱型不要

©三井住友建設

（例）各部材の規格（サイズ）を標準化し、定型部材を組み合わせて施工

©大林組
ラーメン構造の高架橋の例

プレキャストの
進化

鉄筋組立 生コン打設型枠設置 脱型

従来方法

サプライチェーンの
効率化

計測データの記録

（例）材料、施工、品質等のデータをクラウド化し、関係者間の情報を一元管理

品質データの電子化

出荷
伝票

材料・品質等データの記録

スランプ値

生コンクリート

（例）流動性を高めた現場打ちコン
クリート活用

クラウド
システム

スランプ値8cm→12cm
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（例）点群データを
活用した出来形管理

（例）画像解析やAIを活用した品質管理

・AIによる解析による数値化
・連続した計測による全数検査


